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過去の ｢私｣にとってオリオン座は ｢守護神｣,｢不屈のヴァイキング｣,獄屋に入れられ, 国政




















































































々に鏡の面に姿を見せる男や女,子供たちはいずれも ｢私｣の分身と思われる｡ man も woman
もそれぞれ ｢私｣の内にある男性的要素と女性的要素であろう｡ しかしmanも womanも ｢私｣
と視線を交すことを避ける｡それは ｢私｣の内部でこれらの要素がまだ十分に熟していないことを

























最後の2行において ｢あなた｣と ｢私｣との距離は急激に縮まる｡ ｢あなた｣は ｢私｣のそばに
引き寄せられている｡今達成された transfusionはこれまでで最も深くゆるぎないものとなるであ
ろう｡
詩 "Orion" によってリッチは自己の意識の深みを探り,詩人としての苦悩を述べ,今後のあり
方への決意を表明した｡すでに幾分か明らかにしてきたつもりであるが, ｢あなた｣と呼ばれるオ
リオンがいわゆる男性的性格を多分に備えており,しかもそのオリオンにリッチが ｢私｣を投影し
ていることの意味について結論したい｡
リッチは女性としてそして詩人としてのあるべきイメージを描き出そうとした｡社会が作り上げ
た望ましい女性のイメージはリッチの意図するものとは一致せず,詩は nonイemaleなものだとす
る社会が作り出す詩人のイメージもまたリッチのそれとは一致しない0
だが,星座オリオンは幼い頃からリッチの心を強くとらえてきた｡そしてオリオンに対する態度
はリッチの人生経験の深まりと共に変化し,今では以前よりもはるかに身近なものとなった｡
人間は性別に関係なく,究極的に孤独である｡ 男性にもいわゆる女性的性格が潜んでおり,女性
にも逆にこのことは当てはまる｡以上の事柄がリッチに ｢オリオン座｣を書かせる主な原因となっ
たのではないであろうか｡
リッチはこの詩の中で coldandegotisticalという言葉を用い,それを自分にあてはめたのは決
して偶然ではない,と言っている17)｡リッチはこの coldandegotisticalを loveという言葉と対照
的に用いている｡ ただしこの loveは世間によってこれのみが女性の特性かつ長所とされてきた,
いわゆる女性らしい愛,母性愛,利他主義的な愛を意味し,この愛は実は社会が女性に押しつけた
ものなのだ,とリッチは言う｡これと対席されるのが男性の特性とされるegotismである｡ 男性が
創造,達成,野心へと向ける力はしばしば他者 (女性)を犠牲にし,しかも多分に正当化されてき
た｡リッチはいわゆるこの男性的特質をegotism と名づけている｡
リッチが女性として詩人として生きる自分の姿勢を coldandegotisticalと呼んだのはloveとの
二者択一を迫られたからであった｡リッチはこのように男性らしさや女性らしさが規定されている
ことに対して再考を促している｡また ｢愛｣という言葉の意味と用い方についても再考を要する,
と言っている18)0
"Orion'にみられる自己意識の深まりは,彼女が第1詩集以来常に問題にしてきた ｢他者｣との
かかわりについて,今後何らかの変化をもたらすであろうか｡常に変化を求めるリッチの第6番
目の詩集,彼女の姿勢を象徴するかのようなタイトルのつけられた 『変える意志』(TheWz'7Zlo
Change)においてこの問題がどのように扱われているかを検討することを今後の課題としたい｡
文 献
1)AdrienneRich:OfWomanBorn,p.25,Norton,NewYork,1976.
2)Barbara&AlbertGelpi,ed.Adrte71neRtch'∫Poetry,p･96,Norton,NewYork,1975.
3)ibid･p･15.
- 88-
加茂映子 :｢オリオン座｣を読む
4)ibid･p･15,fn･AnalusiontoSamuelJohnson'sremarktoBoswell:"Sir,awoman'spreachingislikea
dog'swalkingonhishinderlegs･Itisnotdonewel;butyouaresurprisedto丘nditdoneatal･'(July31,
1763,Bo∫weZZ'∫LifeofJoh73∫072,ed･GeorgeBirkbeckHill0Xford,1934],I,463).
5)ibid･p.28.この箇所については拙稿,京都大学医療短期大学部紀要第1号 (p.127-136)｢闇のあとに｣一自
存について-で言及している.
6)ibid.p.89.
7)ibid.p.97.
8)ibid.p.97.
9)ibid.p.15-16.
10)ibid.p.96.
ll)AdrienneRich･LeaPC/S:Poems1965-1968,p.ll-12,Norton,NewYork,1969.
12)Barbara良AlbertGelpi,ed:AdrienneRich'∫Poetry,op.°it.p.1.
13)AdrienneRich.･Poem∫Selec/edandNew,1950-1974,p.9,Norton,NewYork,1975.
14)Barbara良AlbertGelpi,ed:AdrtenneRich'∫Poetry,op.cit.p129.
15)ibid.p.96-97.
16)ibid･p･36,fn･OneortwophrasesweresuggestedbyGottfriedBenn'sessay"ArtistsandOldAge"in
PrimaZV3'5･lon,ed･E.B･Ashton,NewDirectionslRich'snote],本文中の引用箇所は上記のp･206-207.
17)ibid.p.97.
18)ibid.p.97.
- 89-
